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◆第７１回 全国大会 おおいた大会に参加して
青少年育成委員会 委員長／有田 正明

「愛を抱いて進め、ＪＡＹＣＥＥ！」をテーマに開催された、第７１回
全国大会おおいた大会に参加致しました。当日は３日とも天候に恵まれ、
正に大会日和だったかと思います。全国大会は実に２年ぶりの現地での
開催となり、日本各地の多くのＬＯＭが大分市内に一堂に集まる壮大な
ものとなりました。

本大会は大会場を借りての総会やフォーラムが開催され、大会事業と
して市内広場を利用しての「ＳＴＥＡＭランド」や「音楽と食の祭典Ｏ
ＩＴＡＦＥＳＴＩＶＡＬ」も催され、まさに市内全体を巻き込んだ事業
が展開されておりました。８日に昭和電工ドームにて開催された式典、
卒業式は、全国各地より集結したＪＣメンバーを前に、中島土会頭によ
る２０２２年度の運動総括スピーチが行われ、「時代は今、自由と愛が
溢れる社会をつくることを、私達ＪＣに求めている。あなたなら必ずで
きます。」とメッセージを伝えました。続いて、歴代会頭によるご介添
えのもと、中島会頭から２０２３年度会頭予定者 の麻生将豊君へと、

プレジデンシャルリースの伝達が行われ、２０２３年度会頭予定者ス
ピーチが力強く行われました。卒業式においては全国の総勢４，０７１
名の卒業生を代表して、ＪＣＩ日本村尾尚太郎専務理事より、「卒業生
の誓いと贈る言葉」が述べられました。

ＪＣＩ秋田としても久しぶりの実地での全国大会への出席となりまし
たが、大分の食と文化、そして多くの気づきを得た 、充実した大会

だったと思います。また、今回は現地に参加できない卒業生もＷＥＢ参
加をしていただくことで卒業生全員の出席が叶い、素晴らしい思い出を
共有することが出来ました。大会参加によってメンバー間の絆が再確認
され、今後の活動・運動に一層の邁進を決意することが出来、非常に充
実した時間だったと実感しております。

ご参加頂いたメンバー各位におかれましては本当にありがとうござい
ました。





◆１０月例会を終えて
会員交流拡大委員会 委員／舛谷 正平

１０月２７日（木）に北部市民センター キタスカにて、１０月例会
「料理対決」を開催致しました。

各委員会の構成メンバーをベースとし、委員会内での料理経験の有無
によってメンバーをトレードし、６グループに分かれ、実施致しました。

料理の題材には、全ての会員が何度も食べた事がある「パスタ」を選定
し、各グループ内で役割やパスタの品目を決めて、実施致しました。

料理が完成したグループから、５名の審査委員に料理の説明をしなが
ら試食をして頂き、採点をしてもらう方法を採用し、点数が一番高かっ
たグループを優勝として、発表致しました。

普段から調理を行う人であっても、複数人で料理をする事は稀であり、
如何に全員で時間内に料理を完成させるかを考えることで、新たな学び
を創造することができました。

また、料理対決の場は、通常の例会や懇親会で接している時とは異なる
交流の場となり、普段あまり話す機会のないメンバー間であっても、協
力し合い、多くの発言が飛び交っており、絆を深め、今後のＪＣ活動の
意欲を高める場となりました。

結びになりますが、今回ご参加頂いた皆様におかれましては心より感
謝申し上げます。
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